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司
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中
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展

見
事
な
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栄
え

　
１
月
２３
日
か
ら
２
月
４
日
に
か
け
て
、
毎
年
恒
例
の

中
山
町
立
小
中
学
校
三
校
合
同
書
き
初
め
展
が
開
催
さ

れ
、
入
選
作
品
が
町
立
図
書
館
ほ
ん
わ
館
に
展
示
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
入
選
作
品
１
２
８
点
の
中
か
ら
、
町
長

賞
、
町
議
会
議
長
賞
、
教
育
委
員
長
賞
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
長
賞
を
紹
介
し
ま
す
。

　１月１７日、町スポーツ少年団の親
子交流大会が行われ、団ごとにレク
リエーションで得点を競いました。
　長縄跳び競技では、サッカースポ
少が練習で培ったチームワークで息
の合ったジャンプを見せていました。
� （詳細は８ページ）

息
を
合
わ
せ
て
大
き
く
ジ
ャ
ン
プ
！

消防出初式　Ｐ2
お知らせ版　Ｐ10〜17
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2 月の休館日：2 月 15 日(月) 

町内産米 

「つや姫」と 

土橋滝地区の 

湧き水で造った酒 3 月8 日○火  前売り券 フロントにて販売中 

●第六回ひまわり温泉ゆ・ら・ら寄席

三遊亭小遊三・三遊亭笑遊 二人会 

昼の部 午後３時 開演／夜の部 午後６時 開演 

夜の部 打上げ懇親会付き入場券 ４，５００円 

入場料 ２，０００円(昼夜同額・入浴券付) 

広
　
告

新春恒例 中山町消防団出初式
　
１
月
１０
日
、
町
消
防
団
に
よ
る
新
春

恒
例
の
出
初
式
が
中
央
公
民
館
前
の
通

り
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
に
は
、
町
の
消
防
団
員
や
女
性
消

防
隊
な
ど
約
１
９
０
名
が
参
加
。
本
部

車
、
ポ
ン
プ
車
、
積
載
車
な
ど
、
合
わ

せ
て
１３
台
の
消
防
車
両
も
集
結
し
ま
し

た
。

　
鈴
木
副
団
長
に
よ
り
式
の
開
始
が
宣

言
さ
れ
る
と
、
佐
藤
町
長
や
秋
葉
団
長

を
先
頭
に
観
閲
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
続

い
て
徒
歩
隊
と
車
両
隊
に
分
か
れ
、
息

の
合
っ
た
分
列
行
進
を
披
露
。

　
式
の
締
め
く
く
り
に
は
、
町
民
グ
ラ

ウ
ン
ド
周
辺
で
一
斉
に
祝
賀
放
水
が
行

わ
れ
、
来
賓
や
見
物
客
か
ら
は
歓
声
や

盛
大
な
拍
手
が
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
行
わ
れ
た
式
典
で
は
、
佐
藤

町
長
が
「
消
防
は
地
域
防
災
の
要
で
あ

る
。
一
人
ひ
と
り
が
消
防
団
員
と
し
て

の
誇
り
と
責
任
を
再
認
識
し
、
町
民
の

信
頼
と
期
待
に
応
え
て
も
ら
い
た
い
」

と
挨
拶
。

　
ま
た
、
秋
葉
団
長
か
ら
は
、
昨
年
起

こ
っ
た
野
火
火
災
や
大
雨
被
害
に
触

れ
、「
消
防
団
に
課
せ
ら
れ
た
任
務
や

地
域
住
民
が
寄
せ
る
期
待
は
ま
す
ま
す

高
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
、
日
頃
か
ら
の
備
え
を
お
願
い
し

た
い
」
と
訓
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
団
員
は
、
地
域
の
安
心
と

安
全
を
守
る
決
意
を
再
確
認
し
て
い
ま

し
た
。

空へ向かって勢い良く放水

分列行進観　閲

中山町消防団員募集中！
地域の安全と安心を守る

消防団とは
　消防団とは、火災や地震などの災害から町民の安全と安心を守るた
め、法律に基づいて各市町村が設置する消防機関です。構成員である消
防団員は、非常勤特別職の公務員となり、普段はそれぞれの仕事や学業
に専念し、災害等の際に消防団員としてその対応に当たります。
　中山町の消防団においても、約９割の団員が日中は会社等で勤務をし
ながら活動に従事しています。

主な活動内容
　火事や災害が発生した場合に、消防隊員と協力して消火活動を行ったり、風水害等の際は水位の警戒
や土のう積みのほか、様々な災害対応を行います。また、災害対応のための訓練、機材の整備点検など、
災害時以外にも地域のために活動しています。

女性も活躍しています！
　「男性が活躍する場」と思われがちな消防団ですが、女性も消防団員として活躍しています。
　消火活動等には参加しませんが、一人暮らし高齢者宅への防火訪問、応急手当の普及指導など幅広い
分野でご協力いただいています。

入団後の待遇
●公務災害補償　消防団活動中に負傷した場合は、公務災害として補償されます。
●報酬・手当　　一定額の年間報酬のほか、災害時等に出動した場合に手当が支給されます。
●退職報償金　　一定期間以上在籍した団員には、退職報償金が支給されます。
●表彰制度　　　職務にあたって功労・功績があった場合に表彰されます。
●被服の貸与　　消防団活動に必要な被服が貸与されます。

安全・安心な町づくりにあなたの力をお貸しください
　消防団員として、安全・安心な町づくりにご協力いただける方を募集しています。地域での仲間づく
りも兼ねて、消防団活動に参加してみませんか。
　応急手当の普及指導や火災予防の啓発などで防火活動を行う女性消防隊員、消防団事業
の式典などで演奏するラッパ隊員も併せて募集しています。

【応募資格】
●町内に居住または勤務し、１８歳以上４０歳未満の方（性別は問いません）
●心身ともに健康な方
●消防・防災活動やボランティア活動に興味のある方

※お申込み・お問い合わせ先
　地区の消防団員 または 総務企画課情報防災グループ　☎６６２－４８９９

一
緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
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広
　
告

広
　
告

小正月の伝統行事　だんご木作りに挑戦

税金はどんなことに使われるの？

臼
う す

と杵
き ね

を使った餅つきを体験

新春恒例「初市」

　
１
月
１３
日
、
な
か
や
ま
保
育
園
で

１
年
間
の
無
病
息
災
や
五
穀
豊
穣
を

願
う
小
正
月
の
伝
統
行
事
「
だ
ん
ご

木
作
り
」
が
行
わ
れ
、
年
長
児
が
粘

土
で
作
っ
た
色
鮮
や
か
な
だ
ん
ご
の

飾
り
つ
け
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
に
昔
な
が

ら
の
農
村
の
暮
ら
し
に
親
し
ん
で
も

ら
お
う
と
、
県
と
Ｊ
Ａ
や
ま
が
た
豊

田
青
年
部
な
ど
が
初
め
て
企
画
・
開

催
し
た
も
の
で
す
。

　
園
児
た
ち
は
、
は
じ
め
に
Ｊ
Ａ
や

ま
が
た
豊
田
青
年
部
の
大
津
規の
り
彰あ

き
部

長
か
ら
飾
り
付
け
の
コ
ツ
や
だ
ん
ご

の
色
に
込
め
ら
れ
た
意
味
な
ど
の
説

明
を
受
け
、
赤
、
青
、
黄
、
白
の
四

色
の
小
麦
粉
粘
土
を
使
っ
て
だ
ん
ご

　
１
月
１２
日
に
豊
田
小
学
校
、
２０
日
に
長
崎
小

学
校
で
「
租
税
教
室
」
が
行
わ
れ
、
６
年
生
の

児
童
が
税
金
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
こ
の
教

室
は
、
次
代
を
担
う
児
童
に
、
町
や
国
の
財
政

を
支
え
る
税
の
意
義
や
役
割
を
正
し
く
理
解
し

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
２
年

前
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
長
崎
小
学
校
で
は
、
町
住
民
税
務
課
職
員
が

講
師
を
務
め
、
税
金
の
種
類
や
仕
組
み
、
そ
の

使
い
道
な
ど
に
つ
い
て
児
童
が
理
解
し
や
す
い

よ
う
、
パ
ネ
ル
等
を
使
っ
て
説
明
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
税
金
が
な
く
な
っ
た
ら
ど
う
な
る
か
」

を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
ア
ニ
メ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ

が
上
映
さ
れ
、
ご
み
の
収
集
な
ど
生
活
に
必
要

な
も
の
が
有
料
に
な
る
こ
と
や
、
警
察
や
消
防

が
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
機
能
し
な
く
な
る
と
い

う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　
児
童
は
、
終
始
真
剣
な
表
情
で
講
義
に
聞
き

入
っ
て
お
り
、
は
じ
め
は
「
税
金
は
必
要
な

い
」
と
い
う
意
見
の
児
童
が
半
数
を
占
め
て
い

　
１
月
２９
日
、
町
農
業

委
員
会
主
催
の
豊
作
祈

願
餅
つ
き
が
な
か
や
ま

保
育
園
で
行
わ
れ
、
年

長
児
が
臼う
す

と
杵き

ね
を
使
っ

た
昔
な
が
ら
の
餅
つ
き

を
体
験
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
農
業
委
員
の

皆
さ
ん
が
お
手
本
を
披

露
。
園
児
た
ち
は
、
杵

が
振
り
下
ろ
さ
れ
る
た

び
に
歓
声
を
あ
げ
、
臼

　
１
月
１４
日
、
役

場
前
の
上
町
通
り

で
、
新
春
恒
例
の

「
初
市
」
が
開
か

れ
、
縁
起
物
を
求

め
る
買
い
物
客
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

　
歩
行
者
天
国
と

な
っ
た
通
り
に

は
、
色
と
り
ど
り

の
だ
ん
ご
木
や
初

飴
、
焼
き
そ
ば
、

ま
し
た
が
、
税

金
が
自
分
た
ち

の
生
活
に
深
く

関
わ
っ
て
い
る

こ
と
、
み
ん
な

が
住
み
や
す
い

町
に
す
る
た
め

に
税
金
が
あ
る

と
い
う
こ
と
を

学
び
、
税
金
へ

の
理
解
を
深
め

て
い
ま
し
た
。

の
中
の
も
ち
米
が
お
餅
に
変
わ
っ
て
い
く
様
子
を
興

味
津
々
で
見
学
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
農
業
委
員
の
皆
さ
ん
と
二
人
一
組
に
な

り
、
実
際
に
餅
つ
き
を
体
験
。「
よ
い
し
ょ
！
」
の

掛
け
声
に
合
わ
せ
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
お
餅
を
つ

き
あ
げ
ま
し
た
。

　
つ
い
た
お
餅
は
納
豆
も
ち
に
し
て
振
舞
わ
れ
、
園

児
は
「
と
っ
て
も
お
い
し
い
か
ら
小
さ
い
組
の
み
ん

な
に
も
食
べ
て
も
ら
い
た
い
」「
頑
張
っ
た
後
の
お

餅
は
特
別
お
い
し
い
」
な
ど
と
感
想
を
述
べ
合
い
な

が
ら
、
つ
き
た
て
の
お
餅
を
嬉
し
そ
う
に
味
わ
っ
て

い
ま
し
た
。

ど
ん
ど
ん
焼
き
な
ど
を
売
る
露
店
が
ず
ら
り
と
並
ん

だ
ほ
か
、
町
観
光
協
会
に
よ
る
甘
酒
や
つ
き
た
て
の

あ
ん
こ
餅
の
振
舞
い
も
行
わ
れ
、
訪
れ
た
人
は
買
い

物
の
合
間
に
冷
え
た
体
を
温
め
て
い
ま
し
た
。

作
り
を
開
始
。
粘
土
の
色
を
混
ぜ
て

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
だ
ん
ご
を
作
っ
た
り
、

折
り
紙
の
飾
り
を
付
け
た
り
と
、
願

い
を
込
め
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
個
性
豊

か
な
だ
ん
ご
木
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　
谷
口
斗と
う
ま真
く
ん（
梅
ヶ
枝
町
）は
、

「
お
だ
ん
ご
を
丸
め
な
が
ら
、
お
父

さ
ん
と
お
母
さ
ん
が
い
つ
ま
で
も
元

気
で
い
ら
れ
る
よ
う
に
、
お
兄
ち
ゃ

ん
た
ち
と
喧
嘩
し
な
い
で
仲
良
く
過

ご
せ
る
よ
う
に
と
お
願
い
し
た
」
と

話
し
、
鈴
木
里
穂
子
ち
ゃ
ん
（
南
小

路
）
は
「
家
族
み
ん
な
で
遊
園
地
に

い
き
た
い
と
お
願
い
し
な
が
ら
作
っ

た
。上
手
に
で
き
た
の
で
、き
っ
と
願

い
が
叶
う
と
思
う
」
と
だ
ん
ご
木
の

出
来
栄
え
に
大
満
足
の
様
子
で
し
た
。

あんこ餅の振舞いは「甘すぎず美味しい」と好評でした

長崎小２年生の児童も遊びに来てくれました
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表 4 廃棄物の種類別の留意事項 

分類 種類 具体例 感染等への
留意※1 

輸液、蓄尿、CAPD、栄養剤バッグ 等 

ビニール
バッグ類

 
栄養剤バッグ 

 
CAPD バッグ 

吸引チューブ、輸液ライン 等 

チ ュ ー
ブ・カテ
ーテル類

チューブ類 
 

カテーテル類 

注 射 筒
（針以外
の部分） 使い捨てペン型インスリン注入器

 
栄養剤注入器 

 

※ 針は付属しない 

鋭利では
ないもの 

脱脂綿・
ガーゼ  

× 

鋭利では
あるが安
全なしく
みをもつ
もの 

ペン型自
己注射針

 

 
（針ケース装着時） 

○※2 

鋭 利 な
もの 

医療用注
射針、点
滴針 

 
自己注射以外の医療用注射針 

○ 

※ 1 「感染等への留意」は、○：取扱いによっては感染等への留意が必要なもの、×：通常、感
染等への留意が不要なもの 

※ 2 鋭利なもののうちペン型自己注射針は、針ケースを装着した場合、「感染等への留意」は「×」
となる 
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（針以外
の部分） 使い捨てペン型インスリン注入器
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※ 針は付属しない 

鋭利では
ないもの 
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あるが安
全なしく
みをもつ
もの 
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己注射針
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もの 
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病
気
の
予
防
・
治
療
に
つ
い

て
、
原
因
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
時

代
は
体
調
の
良
し
悪
し
や
神
仏
の

崇た
た

り
、
罰ば
ち

当
た
り
、
生
霊
の
憑つ

き

も
の
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
込

み
が
あ
っ
た
も
の
の
、
た
び
重
な

る
同
種
の
病
気
に
つ
い
て
は
、
経

験
か
ら
得
ら
れ
た
対
処
の
知
恵
、

医
者
の
養
生
法
の
研
究
、
記
録
な

ど
か
ら
次
第
に
有
効
な
治
療
方
法

が
考
案
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
中
に
は
、
神し

ん
符ぷ

（
ま

じ
な
い
札
）
を
戸
口
に
貼
っ
て
病

魔
の
侵
入
を
防
ぐ
と
い
う
よ
う
な

も
の
も
あ
り
ま
し
た
が
、
い
ず
れ

に
し
て
も
当
時
と
し
て
は
真
面
目

に
語
ら
れ
、
実
用
化
し
て
い
た
治

療
法
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。

　
八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
の
頃
か
ら
、

幕
府
の
公
的
な
治
療
法
が
ま
と
め

ら
れ
、
そ
れ
が
幕
領
、
私
藩
を
問

わ
ず
領
布
さ
れ
ま
し
た
が
、
領
民

の
中
で
書
写
の
達
者
な
も
の
が
記

録
し
て
保
存
し
た
も
の
が
現
存
し

て
い
ま
す
。

　
享
保
１８
（
１
７
３
３
）
年
の
凶

作
飢
饉
の
折
、
各
地
に
時
疫
（
消

化
器
系
の
伝
染
病
）
が
流
行
し
、

そ
の
治
療
の
た
め
幕
府
は
諸
医
家

の
得
意
と
す
る
治
療
法
を
集
め
、

「
救
済
薬
法
」
と
し
て
配
布
し
た

公
的
治
療
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
以
前
に
も
小
規
模
の
も
の

は
配
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
こ
の
「
救
済
薬
法
」
は
最
も

規
模
が
大
き
い
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
弘
化
年
代
に
入
っ
て
、
長
崎
村

の
石
沢
太
惣
治
家
の
萬
覚
帳
や
諸

色
附
込
帳
の
あ
ち
こ
ち
に
記
載
さ

れ
た
医
学
的
な
知
識
は
夥

お
び
た
だし

い
も

の
が
あ
り
、
来
店
し
た
商
人
や
珍

客
か
ら
医
療
法
を
積
極
的
に
採
録

し
た
形
跡
が
あ
り
ま
す
。

※
参
考　
中
山
町
史　
中
巻

　
第
９
章
第
４
節　
疫
病
の
流
行

第10７話　疫病の流行・救済薬法
　平成２８年第１回目の町議会臨時会が１月２０日に開催され、次の内容について審議されました。

　国勢調査は、平成２７年１０月１日を期日として実施されました。
　この度、国勢調査人口および世帯数の速報値が公表されましたのでお知らせします（カッコ内
は平成２２年調査との比較）。

収集できるもの：鋭利でないもの
　◆ビニールバッグ類（輸液・蓄尿・ＣＡＰＤ・栄養剤バッグ等）
　◆チューブ・カテーテル類（吸引チューブ、輸液ライン等）
　◆針を除いた注射筒（使い捨てペン型インスリン注入器、栄養剤注入器）
　◆脱脂綿・ガーゼ類

収集できないもの：鋭利なもの
　◆ペン型自己注射針
　◆医療用注射針・点滴針
　※これらは医療機関等へ返却してください。

人　口　 １１，３６６人　 （６４９人減）

世帯数　 　３，４６６世帯（４３世帯増）

　中山町町税条例等の一部を改正する条例の一部を改正する条例の制定について、並びに中山町国民
健康保険税条例の一部を改正する条例の制定についての専決処分が承認されました。

　平成２７年度中山町一般会計補正予算（第４号）についての議案が原案のとおり可決されました。
　これにより、歳入歳出予算にそれぞれ８９万円が追加され、歳入歳出の総額は７０億２，３９６万３千円と
なります。

１．条例の制定

２．平成２７年度一般会計補正予算

町 議 会 だ よ り

人口集計結果速報が公表されました
平成２８年４月１日から、ご家庭で使用した

在宅医療廃棄物を収集します

歳　入

歳　出

補正額 補正後の予算額 主な歳入補正の内容
民生費県補助金 ８７万５千円 ４，０７５万７千円 灯油購入費助成事業補助金� ８７万５千円
総務費委託金 １万５千円 ２，１５９万７千円 国勢調査委託金� １万５千円

補正額 補正後の予算額 主な歳出補正の内容
国 勢 調 査 費 １万５千円 ３６７万６千円 国勢調査員謝金� ７万６千円
社会福祉総務費 １９５万３千円 ２億３４万円 福祉灯油購入費助成金� １７５万円
予 備 費 △１０７万８千円 ２，１４９万４千円

平成２７年国勢調査

　５年前に実施された平成２２年国勢調査と比較してみると、人口は６４９人減少し、世帯数は４３世帯増
加しました。
　国勢調査の結果は、国や都道府県、市町村における都市計画や福祉施策などの各種行政資料、地方
交付税の算定基準、将来人口の推計などの人口分析に利用されるほか、研究やビジネスなど広く社会
に利用されます。国勢調査へのご協力、ありがとうございました。

【出す際の注意】
①�中身を空にして、ポリ袋（透明）に入れ密封した後、もやせるごみ
袋に入れてください。
②プラマークの表示があっても、もやせるごみとして出してください。

※�国勢調査は、住民票などの届出に関係なく１０月１日現在、普段住んでいる場所で調査することになっているた
め、住民基本台帳の人口とは異なります。
※�この速報は、市町村において審査を終了する前の調査票から世帯人員を集計した要計表に基づき作成したもの
です。後日公表する確報は全調査票の記入内容の審査を経て集計・公表するため速報とは　必ずしも一致しま
せんのでご注意ください。
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皆さんの身近な情報や写真を
お寄せください

総務企画課情報防災グループまで
電話662−4899

まちのホットなニュースをお届けします！

TOPICSひまわり広場

人　口　11,729人（前月比−10人）

　　　　　　（男5,719人、女6,010人）

世帯数　3,613世帯（前月比±０世帯）
　　　人の動き　出生８人　転入17人

　　　（１月届出分）　死亡16人　転出19人

（１月末現在）
まちの人口

レクリエーションで楽しく交流♪

鬼は外！元気に豆まき
� （ながさき幼稚園）

囲碁将棋大会結果

　１月１７日、町スポーツ少年団の「親子交流大会」が総合
体育館で開催され、野球、サッカー、バスケットボール、
剣道、柔道、卓球、ソフトテニス、ローンテニスの８つの

　２月３日、ながさき幼稚園で節分行事の豆まき
が行われました。
　はじめに、園長先生から節分や豆まきについて
のお話があり、「これからやってくる鬼を、みん
なの心にいる泣き虫鬼や怒りんぼう鬼だと思って
退治してください」と呼びかけられると、園児た
ちは「はい」と元気良く返事をしていました。
　太鼓の音に合わせて鬼が登場すると、「鬼は
外！」と元気に鬼を追い回す園児がいる一方で、
先生にしがみついて泣いてしまう園児や、「鬼は
悪いけれど、豆を投げられてかわいそう」と心配
する心優しい園児もいました。
　鬼が去ると、みんなで節分の歌を歌い、にぎや
かで楽しい節分行事となりました。

　１月３１日、中央公民館で町内在住の方や町内に
勤務する方を対象とした「新春囲碁・将棋大会」
が開催され、熱い戦いが繰り広げられました。結
果は次のとおりです。

囲碁　Ａクラス 将棋　Ａクラス
優　勝 鈴木　一司（旭　町）大沼　政廣（桜　町）
準優勝 阿部　昭夫（桜　町）秋葉　幹夫（三軒屋）
第３位 縄野　欣敬（新　町）秋葉　昭男（新田町）

囲碁　Ｂクラス 将棋　Ｂクラス
優　勝 鈴木　幸男（あおば）斎藤　宗男（文新田）
準優勝 小関　明彦（西小路）横山　洋一（文新田）
第３位 五十嵐忠一（あおば）工藤　鉄男（　岡　）

中山中吹奏楽部　息の合った演奏で金賞受賞
　１月１６日と１７日の２日間、酒田市民会館希望ホールで「全日本アンサンブルコンテスト第３９回山形県大会」
が開催され、中学校の部に中山中学校吹奏楽部から「木管三重奏」、「打楽器八重奏」の２組が出場しました。
　会場の張り詰めた雰囲気の中、これまでの練習の成果を発揮して息の合った演奏を披露し、両組とも金賞
受賞という快挙を成し遂げました。また、木管三重奏は県代表（１位）にも選ばれ、２月に秋田で開催され
る東北大会への出場が決定しました。
↑�

中
山
中
学
校
吹
奏
楽
部
木
管
三
重
奏
（
写

真
右
）、
同
打
楽
器
八
重
奏
（
写
真
左
）

長縄跳び連続ジャンプ

ボールリレー
綱引き

スポーツ少年団の団員
と、その保護者や指導
者が、長縄跳び連続
ジャンプや綱引きなど
のレクリエーションで
得点を競い合いました。
　参加した児童は、
「お父さんやお母さん
が子どもよりも一生懸
命になっていて面白
かった」、「普段のチー
ムワークが活かせた。
これからも仲間を大切
にしたい」と話してい
ました。

寄附ありがとうございます
　下記のとおり、長崎小学校へ寄附していただ
きました。

◆�長崎小学校歴代ＰＴＡ会長会より、教育環境
充実に役立ててほしいと中庭に新たな芝生を
張っていただきました。
◆�由美子こどもクリニック院長　高橋由美子氏
より、児童用図書２２冊、紙芝居２組を寄附し
ていただきました。
◆�タニイチ食品株式会社（宮城県塩釜市・渋谷
秀夫社長）より、揚げかまぼこ「たこちゅう」
５００個を寄附していただきました。創業者の
渋谷辰雄氏が旧長崎国民学校初等科の卒業生
であり、自社で製造した食品を後輩にあたる
長崎小学校の児童に食べてほしいとのことで、
毎年寄附していただいております。
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※本文中の「Ｇ」は「グループ」を省略したものです。

●

●

●

町
か
ら
の
お
知
ら
せ
●
●
●

№1251

※本文中の「Ｇ」は「グループ」を省略したものです。

今 月 の 納 税 等

●固定資産税　４期　●国民健康保険税　　８期
●介護保険料　８期　●後期高齢者医療保険料　８期

納期限　2月２９日（月）

※税額に変更のある方については、２月 １5 日（月）に変更の通知を発
送します。お手元に届いた方は内容をご確認のうえ納付してください。
※お問い合わせ先　住民税務課税務Ｇ　☎６６２－２１１２

●公共下水道受益者負担金　３期
※お問い合わせ先　建設課下水道管財Ｇ　☎６６２－２１１５

　
中
山
町
「
や
っ
て
み
っ
べ
」
活
動
支
援
補

助
金
を
活
用
し
た
事
業
を
募
集
し
ま
す
。

　
こ
の
補
助
金
は
町
民
の
皆
さ
ん
が
自
主
的

に
行
う
公
益
活
動
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
と
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
図
る
も
の
で
す
。

　
補
助
金
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
が
、

詳
細
は
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
募
集

要
項
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る

ほ
か
、
総
務
企
画
課
企
画
財
政
Ｇ
で
も
配
布

し
て
い
ま
す
。

●
補
助
対
象
事
業　
町
民
の
皆
さ
ん
が
町
内

で
自
主
的
に
行
う
公
益
活
動
で
、
平
成
29

年
３
月
31
日
ま
で
に
終
了
す
る
事
業
が
対

象
で
す
。

　
（
例
）
清
掃
や
花
い
っ
ぱ
い
な
ど
の
環
境

美
化
活
動
、
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ

な
が
る
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど

●
補
助
対
象
者　
中
山
町
を
活
動
拠
点
と
す

る
（
ま
た
は
活
動
範
囲
に
含
む
）
３
人
以

上
で
構
成
さ
れ
る
団
体
が
補
助
対
象
で

す
。

●
補
助
金
額
・
補
助
率　
補
助
金
額
の
上
限

は
１
年
目
が
30
万
円
、
２
年
目
が
25
万

円
、
３
年
目
が
20
万
円
で
、
補
助
率
は
補

助
対
象
経
費
の
10
／
10
で
す
。

●
補
助
金
交
付
の
決
定　

中
山
町
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
促
進
委
員
会
で
の
審

査
を
経
て
、町
長
が
決
定
し
ま
す
。な
お
、

審
査
会
で
は
申
請
団
体
か
ら
直
接
事
業
内

容
を
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
申
請
受
付
期
間　
２
月
25
日
（
木
）
ま
で

（
第
一
次
締
切
）

　
中
山
町
「
や
っ
て
み
っ
べ
」

活
動
支
援
補
助
金
を
活
用

し
た
事
業
を
募
集
し
ま
す

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

 

総
務
企
画
課
企
画
財
政
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
６
６
２
‐
４
２
７
１

　　
も
や
せ
る
ご
み
の
中
に
、
古
紙
類
（
新
聞

紙
、
雑
紙
、
雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
）
や
水
分
の

多
い
生
ご
み
の
混
入
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
の

で
、
ご
み
の
減
量
化
に
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

◆
ご
み
減
量
化
の
ポ
イ
ン
ト

　
●
古
紙
類
の
資
源
化

　
　
古
紙
類
は
種
類
ご
と
に
分
別
し
、
毎
月

第
２
・
４
土
曜
日
の
行
政
回
収
（
集
積
所

回
収
）
ま
た
は
地
区
の
集
団
資
源
回
収
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。

も
や
せ
る
ご
み
を

　
　
減
ら
し
ま
し
ょ
う
！

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

 

住
民
税
務
課
住
民
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
６
６
２
‐
２
１
１
３

◆
生
ご
み
の
減
量
化

　
●
食
材
を
買
い
す
ぎ
な
い
よ
う
に
す
る

　
●
料
理
を
作
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
す
る

　
●
水
切
り
ネ
ッ
ト
な
ど
で
し
っ
か
り
水
切

り
す
る

　
●
生
ご
み
を
堆
肥
・
肥
料
化
す
る

※
町
で
は
生
ご
み
処
理
機
を
購
入
さ
れ
た
方

に
対
し
、
補
助
金
（
購
入
価
格
の
１
／
３

以
内
で
上
限
２
万
円
）
を
支
給
し
て
お
り

ま
す
。

　

　
ス
ポ
ー
ツ
に
関
し
て
深
い
関
心
を
持
ち
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
と
熱
意
で
ス
ポ
ー
ツ
の

実
技
指
導
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
指

導
・
助
言
が
で
き
る
方
、
町
民
ス
ポ
ー
ツ
の

推
進
に
関
し
て
興
味
の
あ
る
方
を
「
中
山
町

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
」
と
し
て
募
集
し
ま

す
。

●
募
集
人
員　
若
干
名

●
任
期　
平
成
28
年
４
月
１
日
～
平
成
30
年

３
月
31
日
ま
で
の
２
年
間

●
応
募
資
格　
次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た

す
方　
①
町
内
在
住
の
20
歳
～
50
歳
ま
で

の
方
（
平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
）　

②

ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
、
企
画
・
指
導
・
助

言
が
で
き
る
熱
意
と
能
力
を
有
す
る
方　

③
町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
に
係
る
事
業

お
よ
び
会
議
（
主
に
夜
間
や
土
日
）
に
出

席
・
協
力
で
き
る
方

●
応
募
方
法　
応
募
申
込
用
紙
を
教
育
課
生

涯
学
習
Ｇ
（
中
央
公
民
館
窓
口
）
で
受
け

取
り
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
持
参
ま

た
は
、
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
募
集
期
間　
２
月
１5
日
（
月
）
～
３
月
３

日
（
木
）
の
午
前
９
時
～
午
後
８
時

　
中
山
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
を
募
集
し
ま
す

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

 

教
育
課
生
涯
学
習
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
６
６
２
‐
２
２
８
９

事
業
主
・
農
業
経
営
者
の
皆
さ
ん

固
定
資
産
税
「
償
却
資
産
」

の
申
告
は
お
済
み
で
す
か

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

 

住
民
税
務
課
税
務
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
６
６
２
‐
２
１
１
２

　
平
成
28
年
１
月
１
日
現
在
で
町
内
に
償
却

資
産
（
農
業
用
の
機
械
を
は
じ
め
、
会
社
や

工
場
、
商
店
な
ど
で
事
業
用
に
使
う
機
械
や

器
具
、
備
品
等
の
有
形
固
定
資
産
）
を
所
有

し
て
い
る
個
人
ま
た
は
法
人
は
、
地
方
税
法

に
よ
り
そ
の
取
得
価
額
等
に
つ
い
て
申
告
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
自
動
車
税
お
よ
び

軽
自
動
車
税
の
対
象
車
両
は
除
か
れ
ま
す
）。

　
１
月
が
申
告
期
間
で
し
た
の
で
、
申
告
期

間
を
過
ぎ
て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
申
告
し
て

い
な
い
方
は
役
場
住
民
税
務
課
で
至
急
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
告
書
が
役
場
か
ら
送
付
さ
れ
て
い
る
方

で
資
産
に
増
減
が
な
い
場
合
で
も
、
必
ず
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
告
書
の
送
付
が
な
い
方
で
も
、
償
却
資

産
を
町
内
に
所
有
し
て
い
る
方
は
申
告
が
必

要
で
す
。

　
申
告
用
紙
は
住
民
税
務
課
に
準
備
し
て
あ

り
ま
す
の
で
お
早
め
に
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。

　
●
業
務
内
容　
社
会
教
育
の
指
導
お
よ
び
社

会
教
育
関
係
団
体
の
育
成

●
募
集
人
数　
１
名

●
勤
務
場
所　
中
山
町
中
央
公
民
館

●
雇
用
期
間　
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
平

成
29
年
３
月
31
日
ま
で

●
勤
務
時
間　
１
週
24
時
間
以
上
の
勤
務

　
月
曜
日
・
水
曜
日　
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分　
火
・
木
・
金
曜
日　
午
前

８
時
30
分
～
正
午

●
報
酬　
月
額
12
万
円

●
応
募
要
件　
次
の
要
件
を
満
た
す
方

　
①
65
歳
未
満
で
健
康
で
活
動
的
な
方　
②

社
会
教
育
に
関
す
る
識
見
と
指
導
技
術
の

あ
る
方　
③
パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド
、
エ
ク

セ
ル
等
）
が
で
き
る
方　
④
普
通
自
動
車

免
許
を
有
す
る
方

●
応
募
方
法　
履
歴
書
に
写
真
を
貼
付
し
中

央
公
民
館
事
務
室
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
受
付
時
間
は
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
５
時
ま
で
で
す
。

●
応
募
締
切　
２
月
2１
日
（
日
）
午
後
５
時

　
※
郵
送
の
場
合
は
21
日
（
日
）
必
着

●
面
接
日　
２
月
29
日
（
月
）
※
詳
細
は
後

日
郵
送
で
通
知
し
ま
す
。

　
腎
臓
機
能
に
障
が
い
を
有
す
る
方
（
腎
臓

機
能
障
害
に
よ
り
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

を
受
け
た
方
）
が
人
工
透
析
療
法
を
受
け
る

た
め
、医
療
機
関
へ
の
往
復
に
バ
ス
、汽
車
、

ま
た
は
自
家
用
車
を
利
用
し
た
場
合
、
交
通

費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
た
だ
し
、
病
院

の
送
迎
バ
ス
を
利
用
し
て
い
る
方
は
該
当
し

ま
せ
ん
。

●
申
請
方
法　

医
療
機
関
の
通
院
証
明
書

（
平
成
27
年
９
月
１
日
か
ら
平
成
28
年
２

月
末
ま
で
の
通
院
実
績
）
と
申
請
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
通
院
証
明
書
と
申
請

書
の
用
紙
は
健
康
福
祉
課
（
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
内
）
と
役
場
総
合
窓
口
（
役
場
庁

舎
１
階
）
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。

●
申
込
受
付
期
限　
２
月
29
日
（
月
）
～
3

月
１１
日
（
金
）
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）
ま
で

に
、
役
場
総
合
窓
口
ま
た
は
健
康
福
祉
課

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
人
工
透
析
通
院
交
通
費
を

助
成
し
ま
す

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

 

健
康
福
祉
課
福
祉
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
６
６
２
‐
２
６
７
３

中
山
町
社
会
教
育
指
導
員

を
募
集
し
ま
す

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

 

教
育
課
生
涯
学
習
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
６
６
２
‐
２
２
３
５

●
そ
の
他　
社
会
保
険
、
雇
用
保
険
加
入
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正しい操作で安全な除雪を！　屋根の雪下ろし作業は万全な準備を！

除雪機による事故が多発しています。
除雪機を使う際次の点にご注意ください。
●雪詰まりを取り除くときは、必ずエンジンを停止し、回転部（オーガ、ブロワ）が完全に停止して
から雪かき棒を使って行いましょう。
●発進時は転倒したり、挟まれたりしないよう、足元や後方の障害物には十分注意しましょう。
●除雪作業中は、雪を飛ばす方向や、車・建物がないことを確認しましょう。また、除雪機の周りに
は絶対に人を近づけないようにしましょう。
●屋根の雪下ろし作業注意点は町ホームページ(http://www.town.nakayama.yamagata.jp)に掲
載しています。
※お問い合わせ先　総務企画課情報防災Ｇ　☎６６２－４８９９

中山町災害互助会費の納入について
　中山町災害互助会では、各地区区長に平成28年度分会費の納入を依頼していますので、各家庭等を
訪問の際にはご協力よろしくお願いします。
◆互助会費　１戸当たり２００円（生活保護世帯は免除）
◆納入期限　３月25日（金）まで
◆制度概要

目　　的 町内の家屋が火災にあい損害を受けたときに見舞金を支給し、合わせて災害見舞等
の廃止を促し、生活の簡素化を進めます

組　　織 町内に居住する全世帯と中山町災害互助会の趣旨に賛同するものをもって組織

期　　間 ４月１日～翌年３月31日までの１年間

見舞金額
住宅が全焼の場合・・・・・・・・・・・・・・最高額50万円
倉庫、作業所等が全焼の場合・・・・・・・・・最高額20万円
　　　　　※部分的な被害の場合には、その程度により額を決定します。

加入基準
の例示

①同一世帯で一戸建ての普通住宅・・・・・・・１戸の加入
②世帯分離している一戸建ての普通住宅・・・・１戸の加入
③同一敷地内に普通住宅と作業小屋・・・・・・１戸の加入
④同一敷地内に名義が異なる複数の普通住宅・・名義人毎に加入
⑤敷地を別にしている普通住宅・・・・・・・・それぞれ加入
⑥町民が町内に所有し、夜間・日曜祝祭日等に無人となる事業所（工場・事務所）・・それぞれ加入
⑦借家・アパートの住人・・・・・・・・・・・世帯毎に加入
　※アパート等の経営者は、加入不可

※お問い合わせ先　総務企画課情報防災Ｇ　☎６６２－４８９９

多くの募金　ありがとうございます
　
　社会福祉関係の募金等に昨年も町民の皆様からたくさんのご協力をいただきありがとうございました。
●社会福祉協議会一般会費　2，346，400円（3，352世帯協力）
　　法人運営や各種福祉事業（老人福祉、障がい者福祉、福祉サービス等）
●日本赤十字一般社費　2，330，500円（3，330世帯協力）
　山形県支部に全額送金し、国際援助、災害救護、赤十字ボランティア、救急法講習、献血事業等
に活用しています。

●赤い羽根共同募金　総額1，370，720円
　◆一般募金　1，338，600円（3，346世帯協力）
　◆長崎小学校児童会　31，875円　　◆健康と福祉のフェスティバル　245円
　県の共同募金会へ全額送金し、このうち714，000円を県内の福祉施設の整備等に、残りの656，720
円は翌年度中山町社会福祉協議会に還付され、単身高齢者のつどい、友愛訪問、障がい者サロン、
ボランティア活動育成事業等の地域の福祉活動事業に充てることになります。

●歳末たすけあい募金　総額1，129，816円
　◆一般募金　1，007，800円（3，357世帯協力）
◆篤志募金　122，016円（内訳　渡辺富士雄様30，000円、豊田小学校児童会様16，519円、中山ライ
オンズクラブ様20，000円、山形銀行経済懇話会様20，000円、中山中学校生徒会様24，450円、中山
ロータリークラブ様10，000円、中山町歴史民俗資料館悲母観音様1，022円、利息25円）
　歳末たすけあい募金は社会福祉協議会理事会（配分委員会）で決定された町内の要支援世帯、母
子世帯・父子世帯（18歳以下の子どもがいる世帯）、在宅心身障がい（児）者、在宅長期療養者、
町内入所施設等へ民生委員・児童委員をとおして贈りました。

※お問い合わせ先　健康福祉課福祉Ｇ　☎６６２ ‐ ２６７３
　　　　　　　　　社会福祉協議会　　☎６６２ ‐ ４３６１　

雇用促進助成金の交付申請受付
　平成27年度中山町雇用促進助成金の交付申請を受付けます。
　中山町民の雇用創出と人材育成を支援するため、町では町民を新たに正規の従業員として雇
用する事業所に助成金を交付します。

助成対象者

中山町内に住所を有する者（雇用された日から30日以内に町内に住所を移した
場合も対象とします。）を正規の従業員として雇用した事業所を助成対象としま
す。
その事業所が非正規で雇用していた従業員を正規雇用した場合も対象とします
が、他事業所からの転職（従前の事業所と現在の事業所で、ともに正規の従業
員として雇用され、かつ、その間失業状態を経ることがなかったもの）の場合
は対象としません。
　なお、助成金の交付を受けようとする事業所は、次の各号のいずれにも該当
することが必要です。
⑴採用した従業員の就業場所が町内であること。ただし、本社が町内にある事
業所であれば、就業場所が町外であっても構いません。

⑵交付を申請する年度およびその前年度に、従業員を解雇および内定取消をし
ていないこと。

⑶採用した従業員が、事業主または取締役もしくは監査役の２親等以内の親族
でないこと。

⑷労働保険および社会保険の法令を遵守していること。
⑸町税を滞納していないこと。

助 成 金 額 助成金の交付額は、従業員１人当たり200，000円、１事業所当たり従業員３人分
までとし、予算の範囲内で助成金を交付します。

交 付 要 件 助成金の交付は、申請者が平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間に
６か月以上雇用した場合とします。

申 請 手 続

①交付申請兼実績報告
雇用・就労開始からの６か月経過後に、町あてに交付申請書兼実績報告書等
関係書類を提出してください。

②交付決定兼交付額の確定
町において申請内容を審査し、適合すると認めたときは、速やかにその決定
内容を申請者に通知します。

③助成金交付
交付決定後に町あてに請求書を提出していただき、助成金をお支払いいたし
ます。

注 意 事 項
①同一の採用した従業員を対象とする申請は１回を限度とします。
②平成28年３月15日以降に６か月以上雇用となる案件の場合は、事前に下記担
当者に御連絡ください。

様 式 等 ①中山町公式ホームページからダウンロードしてください。
②中山町産業振興課（役場２階）で配付いたします。

※お問い合わせ先　産業振興課産業振興Ｇ（雇用促進助成担当）　☎６６２－２１１４
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　町民の誰もがスポーツに親しむことができる、生涯スポーツの推進を図るため中山町スポーツ
推進計画の策定を進めています。策定に当たっては、アンケートを実施し、学識経験者やスポー
ツ関係団体代表者等で構成されるスポーツ推進審議会において検討を行い、このたび計画（案）
としてまとめました。町民の皆様からのご意見を募集します。
※このパブリック・コメントは中山町パブリック・コメント手続実施要綱に基づいて行うものです。

■意見の提出方法
　　持参による書面提出、郵送、電子メール、ファックス

■意見の募集期間
　　２月15日（月）～３月３日（木）

■計画（案）の公表方法
　①町ホームページへの掲載
　②次の各施設での閲覧（中央公民館、中山町総合体育館、町立図書館ほんわ館）

※提出・お問い合わせ先
　教育課生涯学習Ｇ
　〒990-0401　中山町大字長崎6010番地　☎：662- 2289　FAX：662- 5440
　E-mail：syakyou@town.nakayama.yamagata.jp　HP：http://www.town.nakayama.yamagata.jp

　　　中山町スポーツ推進計画（案）に対する
　　パブリック・コメント（意見公募）を実施します

ひまわりグラウンド・ゴルフ場
年間使用券購入・コース独占使用の申込受付を開始します

※お問い合わせ先
　総合体育館 ☎６６２ - ２３００／教育課生涯学習Ｇ ☎６６２ - ２２８９

平成28年度の年間使用券およびコース独占使用の申込受付を開始します。
　●申込受付開始　３月１日（火）
●受付場所・時間
　（１）※今年度より中山町総合体育館のみの受付となります。
　　　総合体育館…月曜日以外（午前９時～午後８時）
　　　※（月曜日休館。ただし祝日の場合、翌日が休館となります）
　【年間使用券】
●料　金　高校生以上…7,720円、　中学生以下…3,600円
　　　　　（有効期間　平成28年４月１日～ 11月30日）
●持ち物　①本人と確認できる顔写真２枚（縦３cm×横2.５cm ※厳守）　②使用券料金
　【コース独占使用】
●料　金　10,290円／１コース
●持ち物　①印鑑　②使用料金（必ず申込み時に納めてください)
●その他　申込みは、必ず独占使用日の１か月前までに行ってください。

～お知らせ～
10月10日（月）、11日（火）は「全国ひまわり杯グラウンド・ゴルフ大会」を開催します。
大会当日は全コース使用できませんのでご了承ください。また、ぜひ大会へご参加ください。

　中山町の子どもたちが、「いのち」を大切にし、「思いやりと優しさ」をもちながら、たくまし
く生きる子どもの育成を目指して、また、学校、ＰＴＡ、 地域、関係機関等が連携し、「いじめ
は絶対にしない、絶対に許さない」学校づくりと、いじめの未然防止や早期発見、早期解決に向
けた体制づくりを図るため、中山町いじめ防止基本方針の策定を進めてまいりました。
　このたび、中山町いじめ防止基本方針（案）としてまとめましたので、町民の皆様からご意見
を募集します。なお、このパブリック・コメントは、中山町パブリック・コメント手続実施要綱
に基づき行うものです。
■公表する内容
　中山町いじめ防止基本方針（案）および概要版（案）
■意見の提出方法
　　・持参による書面提出　　・郵送　　・電子メール　　・ファックス
　　　※持参する場合は、各閲覧場所へ提出してください。
　　　※持参以外の方法については、下記（問い合わせ先）を参照ください。
■公表方法
　①町ホームページへの掲載
　②次の各施設での閲覧
　　・中山町役場１階総合窓口　　　・中山町中央公民館窓口　　　・中山町立小中学校
　　・中山町保健福祉センター窓口　・中山町立図書館ほんわ館　　・なかやま保育園
　　・ながさき幼稚園
■意見の募集期間
　　２月15日（月）～３月７日（月）　　※郵送の場合は消印有効 
※お問い合わせ先
　教育課学校教育Ｇ
　〒990-0401　中山町大字長崎6010番地　☎：662 - 5484　FAX：662 - 5440
　E-mail：Kanri@town.nakayama.yamagata.jp　HP：http://www.town.nakayama.yamagata.jp

　　　中山町いじめ防止基本方針（案）に対する
　　パブリック・コメント（意見公募）を実施します

冬期間の灯油購入費を助成します
　町では町民税非課税世帯への生活支援対策として、冬期間の灯油購入費を助成します。
　助成の対象は１世帯につき１回限りで、灯油券もしくは口座振込により助成します。
●対象世帯　次の３つの要件すべてに該当する世帯
１.平成27年12月１日現在で中山町に住民登録がある世帯
２.平成27年度の町民税が非課税の世帯（世帯員全員が非課税の世帯）
３.次のいずれかの条件に該当する世帯　▼高齢者のみの世帯　・昭和26年４月１日以前生まれの高
齢者のみの世帯　▼障がい者（児）世帯　・身体障害者手帳等級１級又は、２級の手帳を持つ方が
いる世帯　・療育手帳Ａランクの手帳を持つ方がいる世帯　・精神障害者保健福祉手帳等級１級の
手帳を持つ方がいる世帯　・特別児童扶養手当受給者がいる世帯　・特別障害者手当受給者又は障
害児福祉手当受給者がいる世帯　▼ひとり親世帯　・1８歳以下の子どもとひとり親が構成する世帯

　※　�ただし、課税されている方に扶養されている場合や生活保護世帯・中国残留邦人世帯及び長期入院や
老人福祉施設等入所者のみの世帯は該当になりません。

　※　該当すると思われる方に対して、町から申請書を郵送いたします。
①②どちら
か一方 ①灯油購入券発行申請 ②領収書による口座振込申請

内　容
町内の灯油販売店（原則）で利用できる
5，000円分の灯油券を発行（1，000円×５枚）
審査結果と灯油券を郵送

領収書を添付し申請
最大5，000円を口座振込で給付
　（世帯主の口座が必要）

持ち物 ・申請書（必要事項記入の上）
・印鑑

・申請書（必要事項記入の上）
・灯油購入の領収書（レシートでも可）の写し
・世帯主の口座の確認できるもの

注　意 発行日より利用可能。灯油購入券の有効
期限は平成28年３月31日まで

領収書は平成27年12月１日以降の分が有
効。5，000円に満たない場合はその額を
助成

●申請期間　２月８日（月）～３月１8日（金）
●申請場所　保健福祉センター、役場申請受付会場１03会議室【役場西側】（午前中のみ）

※お問い合わせ先　健康福祉課福祉Ｇ　☎６６２－２６７３
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保健カレンダー ※保健事業に関するお問い合わせ先
健康福祉課　健康づくりＧ　☎６６２−２８３６

事 業 名 日　時 場　所 対　象　者　等

母子手帳交付
２/23（火）
３/８（火）
９：００～１０：００

保健福祉
センター

母子手帳を交付し健康相談を行います。
●持ち物　印かん、妊娠届出書、個人番号が
確認できるもの（個人番号カード、通知カー
ド等）と本人確認できるもの（個人番号カー
ド、運転免許証等）
この日時で都合の悪い方はご連絡ください。

定期健康相談
２/23（火）
３/８（火）
１０：3０～１１：3０

生活習慣病予防・健康診査に関する相談を行
います。

育 児 相 談 会
（予約制）

２/23（火）
１０：3０～１１：3０

育児全般について保健師または管理栄養士が
相談に応じます。前日まで電話でご連絡くだ
さい。

乳 児 健 診

２/24（水）
１１か月児
１3：００集合
３か月児
１3：2０集合

保健福祉
センター
検診ホール

平成2７年３月・１１月生まれの子どもと前回欠
席の子ども
●持ち物　母子手帳、バスタオル、問診票、
　　　　　交換用おむつ
　　　　　（１１か月児は歯ブラシも）

もぐもぐごっくん
教室

３／３（木）
９：3０集合

保健福祉
センター
２階和室

平成2７年７月～９月生まれの子どもと前回欠
席の子ども
●持ち物　母子手帳、エプロン、おんぶひも
●内　容　離乳食の進め方について、お話と

調理実習
※出欠の連絡を２月２４日（水）までに、健康
福祉課健康づくりＧへご連絡ください。

こころの相談
（予約制）

３／１０(木)
１3：3０～

保健福祉
センター
２階会議室

こころの相談について、本人またはその家族
の相談を行います。希望する方は、３月３日
（木）までに、健康づくりＧへお申込みくだ
さい。
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第３5回古文書解読・郷土史講座
●日時　３月１7日（木）
　　　　午後１時30分～３時30分
●会場　中央公民館　１階第１研修室
●内容　柏倉文蔵家文書
●対象　町内在住・在勤者
●募集定員　30名
●受講料　無料
●申込方法　中央公民館に準備してある申込書
に住所・氏名・年齢・地区名・電話番号を記
入のうえ、中央公民館に持参・電話・ＦＡＸ
でお申込みください。
●申込期限　３月１１日（金）まで
●持ち物　筆記用具
●主催　中山町教育委員会・中山町立歴史民俗

資料館　
●共催　中央公民館

※お申込み・お問い合わせ先
　　　中央公民館

　　☎６６２－２２３５　ＦＡＸ ６６２－５４４０

願いを込めて『だんご木市』
●日時　２月2１日（日）
　　　　午前９時～午後４時
　　　　（悪天候の場合終了時間が早まること

があります）
●場所　上町通り（中山町役場前通り）

　まつりふるまい鍋・甘酒の振舞いと

　　　　　　　サイコロ駄菓子抽選会

◆だんご木市会場内であつあつお鍋と甘酒を振
舞います！
　午前10時～　甘酒振舞い
　午前11時30分～　村山お祭り商業協議会の
「まつりふるまい鍋」
◆サイコロ駄菓子抽選会も開催します！
◆その他、オリジナルミニだんご木の展示も行
います！
◆露店多数出店！
　（だんご木だけでなく、海産物やどんどん焼
きなどの露店が14店舗出店します）
※お問い合わせ先
　　中山町観光協会　☎６６２－２１１４

麻しん風しん２期・二種混合（ジフテリア・破傷風）予防接種はお済みですか？

●日　時　２月27日（土）
　　　　　午後１時30分～３時30分
●場　所　中央公民館　
　　　　　調理実習室、第３会議室
●内　容　米粉で作る　①桜もち　②ニッキと

抹茶の生八ッ橋
●参加費　500円（材料費込み）
●申込み　２月20日（土）まで
※お申込み・お問い合わせ先
　中山町お箸の会事務局　池田　☎662-6620

『米粉の料理教室』参加者募集 『手芸教室』参加者募集
●日時　２月20日（土）
　　　　午後１時30分～３時30分
●場所　中央公民館　第１・２会議室
●内容　イギリスゴム編み　ネックウォーマー
　　　　足首ウォーマー等の小物
●持ち物　並太程度の毛糸２玉、毛糸の太さに

合う針４本
●参加費　300円
●申込み　２月１8日（木）まで
※お申込み・お問い合わせ先
中山町シニア趣味の会事務局　池田　☎662-6620

全国一斉こころの健康相談統一ダイヤル おりがみおたすけ隊
（中山町「やってみっべ」活動支援補助金を活用した事業です。）
●本をみてもうまく折れない方に折り方の指導をいたし

ます。
●３月の折り紙おたすけ隊は６日（第１日曜日です）
　ほんわ館で午前１0時から午後１時まで開設しています。
　３月の特集コーナーは「ほんものそっくりのイチゴ」

です。
●おりがみおたすけ隊は無料です。
　折り紙もたくさん用意しています。
※お問い合わせ先　おりがみおたすけ隊　渡辺

　☎０９０ ‐ ７０７８ ‐ １４８２

全国共通番号で地域の相談窓口につながります
●期日　３月１日（火）～７日（月）まで　　
●時間　９：00～17：00　☎０５７０－０６４－５５６
　上記期間以外は「心の相談ダイヤル」　
●時間　９：00～12：00　13：00～17：00
　（土・日・祝日を除く）☎０２３－６３１－７０６０
心のインターネット相談　　山形県精神保健福祉セン
ターのホームページからアクセスできます。
　「山形　心の相談　インターネット相談」で検索
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